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万
葉
集
巻
五
　
（
九
〇
四
）
　
に
次
の
歌
が
あ
る
。

男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌

…
…
何
時
し
か
も
人
と
な
り
い
で
て
悪
し
け
く
も
良
け
く
も
見
む
と
大
船
の
思
ひ
頼
む
に
於
毛
波
奴
ホ
磯
風
乃
茄
布
敷
可
ホ

覆
釆
礼
婆
せ
む
す
べ
の
た
ど
き
を
し
ら
に
…
…

こ
の
歌
の
傍
線
部
「
横
風
」
の
訓
み
方
に
つ
い
て
は
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
に
「
よ
こ
し
ま
か
ぜ
」
と
訓
ま
れ
て
以
来
、
今
日
ま

で
そ
れ
が
大
勢
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
関
清
明
氏
『
「
男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る
歌
」
　
の
「
横
風
」
　
に
つ
い
て
』



（
高
知
大
国
文
第
十
号
、
昭
和
五
四
年
）
に
詳
し
い
。
小
関
氏
は
「
横
し
ま
風
」
を
「
わ
ろ
き
風
」
と
解
し
、
「
わ
ろ
き
風
」
が
病
気
の
原
因
で

あ
る
と
し
た
契
沖
の
説
に
従
い
、
「
わ
る
い
風
が
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
来
た
（
そ
の
た
め
に
古
日
が
病
気
に
な
っ
た
）
の
で
」
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ

う
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、
「
『
横
し
ま
風
』
は
き
わ
め
て
素
朴
な
原
始
的
な
観
念
で
あ
っ
て
、
日
本
に
自
生
の
考
え
方
で
あ

る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
中
国
医
学
の
哲
学
的
な
概
念
を
あ
て
は
め
る
だ
け
で
は
、
解
釈
と
し
て
正
確
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

『
医
心
方
』
に
よ
る
と
、
中
国
医
書
に
は
、
『
風
邪
』
の
ほ
か
『
風
毒
』
『
悪
風
』
な
ど
、
類
似
の
語
が
あ
る
。
『
横
し
ま
風
』
が
も
し
こ
れ
ら

の
翻
訳
語
で
あ
る
と
す
れ
ば
ー
こ
れ
も
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
が
し
契
沖
の
説
明
は
全
く
た
だ
し
い
こ
と
と
な
る
が
、
し
い
て

そ
の
よ
う
に
解
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
一
人
の
庶
民
の
心
で
歌
わ
れ
た
歌
と
い
う
見
方
か
ら
も
、
哲
学
的
な
翻
訳
語
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い

で
あ
ろ
う
。
」
と
し
て
契
沖
説
を
批
判
さ
れ
た
。

「
横
し
ま
風
」
は
、
他
に
用
例
の
見
当
た
ら
な
い
語
と
さ
れ
る
。
但
、
「
横
」
に
は
「
ほ
し
い
ま
ま
、
い
わ
れ
も
な
く
、
不
条
理
に
」
「
よ
こ

し
ま
、
道
理
に
反
す
る
」
「
お
も
い
が
け
な
い
」
（
『
角
川
大
字
源
』
）
等
の
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
、
明
月
記
に
は
次
の
よ
う
に
こ
の
字
義
に
合
う

用
例
も
あ
る
。

廿
六
日
、
同
巷
説
云
、
昨
夕
時
成
朝
臣
達
観
災
l
被
刃
傷
云
々
（
元
久
二
年
六
月
廿
六
日
）

又
、
「
よ
こ
し
ま
」
と
言
え
ば
、
直
ぐ
に
「
邪
」
を
連
想
す
る
が
、
「
邪
」
を
ヨ
コ
サ
マ
・
ヨ
コ
シ
マ
と
訓
じ
た
こ
と
は
、
石
山
寺
蔵
沙
禰
十

戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
、
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
七
巻
本
字
鏡
集
、
十
巻
本
伊
呂
波
芋
類
抄
等
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
よ
う
。
「
風
邪
」
「
邪

風
」
は
中
国
医
学
書
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
契
沖
が
「
横
風
」
を
「
邪
風
」
に
結
び
付
け
て
、
ヨ
コ
シ
マ
カ
ゼ
と
読

ん
だ
と
し
て
も
、
不
思
議
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
　
本
邦
文
献
に
見
え
る
「
風
」
熟
語

表
記
が
横
風
で
あ
れ
邪
風
で
あ
れ
、
病
気
を
表
す
の
に
「
風
」
を
用
い
る
所
に
注
目
さ
れ
る
の
で
、
本
節
で
は
、
概
ね
平
安
・
鎌
倉
時
代
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に
限
定
し
て
、
本
邦
の
資
料
か
ら
「
風
」
を
構
成
要
素
と
す
る
熟
語
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
場
合
、
最
も
多
く
目
に
付
く
の
は
「
風
病
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
カ
ゼ
ノ
ヤ
マ
ヒ
（
続
日
本
紀
宣
命
・
第
五
十
九
詔
、
宣
長
訓
の
ほ
か
）
と

訓
読
す
る
か
、
或
い
は
フ
ビ
ヤ
ウ
（
源
氏
物
語
ほ
か
）
と
音
読
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
一
々
の
場
合
に
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
い
が
、
と
に
か
く

最
も
多
く
現
れ
る
。
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
既
に
服
部
敏
良
博
士
が
『
王
朝
貴
族
の
病
状
診
断
』
（
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
5
0
）
　
に
お
い
て
指

摘
し
て
い
ら
れ
る
。
又
、
服
部
博
士
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
「
文
学
及
び
そ
の
他
の
文
献
に
現
わ
れ
た
疾
病
の
解
説
」
（
『
平
安
時
代
医
学
の
研

究
』
限
定
板
、
桑
名
文
星
讐
昭
和
3
0
年
4
月
）
を
発
表
し
て
い
ら
れ
る
。
拙
稿
で
の
引
例
が
そ
れ
ら
と
重
複
す
る
所
が
あ
る
が
、
止
む
を
得
な

い
こ
と
と
お
許
し
頂
き
た
い
。

而
属
嘉
政
頻
開
旦
天
下
不
得
治
成
。
加
以
元
来
風
病
ホ
苦
都
身
体
不
安
（
第
五
十
九
詔
）

頭
風
　
貌
志
云
大
祖
苦
頭
風
（
倭
名
薬
衆
抄
・
巻
三
病
類
第
四
十
、
名
古
屋
市
立
博
物
館
本
廿
巻
系
統
本
永
緑
九
年
写
に
は
ツ
フ
ウ
と
読
仮
名
が

あ
る
）

東
宮
女
二
宮
、
男
四
宮
御
着
袴
、
風
痢
発
動
遅
参
間
、
（
御
堂
関
白
記
、
寛
弘
四
・
十
二
・
廿
六
）

今
除
目
儀
、
従
内
退
出
、
参
中
宮
、
右
大
臣
被
来
、
有
被
示
事
、
其
後
風
樹
発
動
、
心
神
不
宜
（
同
、
寛
仁
二
・
正
・
廿
五
）

日
来
風
刺
発
動
、
今
日
依
宜
、
参
太
内
井
中
宮
、
退
出
、
（
同
、
寛
仁
二
・
正
・
冊
）

入
夜
宰
相
来
云
、
関
白
御
消
息
云
、
風
痢
未
愈
、
夜
間
相
試
猶
如
今
者
明
日
直
物
不
可
参
（
小
右
記
、
万
寿
二
二
二
・
十
二
）

従
昨
痢
病
発
動
、
今
日
有
減
、
風
樹
所
致
也
、
恒
盛
占
云
、
無
崇
、
風
気
也
者
（
同
、
万
寿
四
・
五
・
十
九
）



こ
ゑ
も
は
や
り
か
に
て
い
ふ
や
う
、
『
月
こ
ろ
ふ
び
や
う
お

も
き
に
た
え
か
ね
て
、
ご
く
ね
ち
の
ざ
う
や
く
を
ぶ
く
し
て
、
い
と
く
さ
き

に
よ
り
な
ん
、
え
た
い
め
む
た
ま
は
ら
ぬ
（
源
氏
物
語
、
寄
木
・
六
十
占
）
＊
博
士
ノ
娘
ノ
詞
ト
シ
テ
引
用
サ
レ
テ
イ
ル
部
分
。

た
ゝ
こ
の
法
華
経
に
結
線
の
心
ぎ
し
の
ふ
か
く
て
な
ん
こ
の
き
ぬ
（
衣
）
は
風
痢
の
お
も
さ
に
な
さ
け
な
く
し
あ
つ
め
て
侍
べ
る
を
わ
か

ち
た
て
ま
つ
る
な
り
と
の
給
は
せ
て
（
栄
花
物
語
、
巻
3
廿
三
、
十
七
丁
1
6
）

と
し
ご
ろ
の
風
轡
」
と
は
り
申
し
て
ま
か
り
さ
り
ぬ
べ
か
め
り
と
申
給
（
同
、
巻
廿
三
、
十
八
丁
4
）

身
体
ヤ
ス
ラ
カ
ナ
ル
事
風
樹
ヲ
ノ
ソ
ク
ト
イ
タ
ミ
ヒ
ル
ム
コ
ト
ヲ
ノ
ソ
ク
（
三
宝
絵
詞
・
下
1
3
オ
8
、
詞
）

応
徳
二
年
二
月
廿
九
日
、
甲
子
、
除
目
今
日
延
引
、
左
大
臣
依
風
痢
之
故
也
（
後
二
条
師
通
記
．
上
）

寛
治
六
年
十
二
月
一
日
、
（
略
）
参
入
堂
中
、
面
昔
風
如
氷
、
仇
即
帰
宅
、
現
在
風
痢
発
動
、
猶
可
陳
状
金
山
者
也
（
同
、
中
）

寛
治
六
年
十
二
月
十
七
日
、
（
略
）
又
惟
信
朝
臣
来
云
、
件
事
一
定
也
、
風
刺
小
宜
、
明
皇
口
日
也
、
可
参
之
由
有
御
気
色
（
同
、
中
）

寛
治
七
年
三
月
十
日
、
（
略
）
皇
太
后
官
権
大
夫
白
味
沸
副
風
発
動
、
不
能
参
入
延
引
云
云
（
同
、
下
）

道
如
、
年
六
±
ニ
シ
テ
俄
二
風
轡
値
テ
、
二
月
余
ヲ
経
テ
死
ヌ
（
今
昔
物
語
集
・
巻
六
、
第
三
七
・
1
0
5
－
は
）
＊
原
典
「
頓
中
風
疾
」

持
経
者
ノ
云
ヒ
出
ス
様
、
「
極
テ
風
月
樹
ノ
重
ク
候
へ
バ
、
近
来
蒜
ヲ
食
テ
ナ
ム
」
ト
（
同
・
巻
十
二
、
第
三
五
・
1
9
1
－
9
）

阿
難
ノ
思
バ
ク
、
「
我
レ
何
デ
舎
利
弗
二
勝
ム
」
ト
思
テ
、
仇
。
笥
臥
給
ヘ
リ
（
同
・
巻
三
、
第
六
・
2
0
9
－
2

八
日
↑
亥
暗
、
密
々
有
和
歌
連
歌
等
、
不
出
行
、
（
中
略
）
又
云
、
自
昨
日
主
上
聯
劃
風
刺
御
（
中
略
）
又
御
翻
刻
風
事
、
聞
驚
不
少
（
玉
葉
、
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承
安
五
・
七
）

九
日
（
中
略
）
余
布
施
中
間
起
座
退
出
、
大
風
之
間
、
画
風
発
動
之
故
也
（
同
、
承
安
五
二
二
）

十
七
日
（
中
略
）
昨
今
女
房
聯
有
刺
風
功
利
、
位
相
慎
之
（
同
、
承
安
五
・
六
）

七
日
（
中
略
）
自
今
日
所
止
湯
也
、
慎
風
樹
同
前
（
同
、
承
安
元
・
十
）

十
五
日
（
中
略
）
晩
頭
、
参
院
、
建
春
門
院
、
此
両
三
日
御
風
刺
御
座
云
々
（
同
、
安
元
二
・
正
）

五
日
（
中
略
）
今
日
、
叙
位
儀
也
、
下
官
欲
参
仕
之
間
、
自
巳
刻
許
、
風
痢
発
動
、
及
末
時
殊
以
倍
増
（
同
、
承
安
三
・
正
）

廿
八
日
（
中
略
）
自
今
朝
風
嘲
発
動
、
寸
白
更
発
（
同
、
安
元
二
・
七
）

五
日
（
中
略
）
明
日
難
参
入
之
由
達
関
白
了
、
依
風
痢
灸
治
也
（
同
、
承
安
四
二
二
）

二
日
（
中
略
）
中
御
門
中
納
言
被
来
、
風
樹
不
快
、
隔
簾
謁
之
（
同
、
安
元
二
・
八
）

三
日
朝
陽
快
晴
（
中
略
）
心
神
猶
不
似
例
、
仇
返
遣
僅
僕
等
了
、
猶
依
有
風
疑
、
申
時
計
沐
浴
（
明
月
記
、
建
久
九
・
正
）

七
日
天
晴
、
暁
更
帰
洛
（
中
略
）
頼
基
申
御
風
脚
剣
由
、
而
不
被
用
云
々
（
同
、
正
治
二
・
十
二
）

廿
一
日
、
天
晴
、
内
大
臣
殿
自
昨
日
御
風
刺
之
由
聞
之
、
午
時
許
馳
参
（
同
、
建
久
七
・
六
）

廿
五
日
、
天
晴
、
雪
罪
、
風
刺
総
猶
不
宜
、
肩
巳
下
有
刺
風
刺
（
同
、
建
永
元
・
十
一
）

三
日
、
陰
雨
、
殿
下
昨
日
御
不
浄
之
由
今
朝
聞
之
、
（
中
略
）
召
医
家
等
、
有
刺
朝
風
剣
之
由
申
之
（
同
、
正
治
二
・
八
）

十
四
日
、
天
晴
、
咳
病
更
増
、
無
為
方
、
腹
病
風
痢
計
会
、
是
物
詣
之
水
之
所
致
欺
、
沐
浴
平
臥
（
同
、
建
仁
元
・
十
一
）

十
九
日
、
晴
陰
不
定
、
雨
雪
風
刺
、
（
中
略
）
入
夜
退
出
、
猶
行
嵯
峨
宿
、
寒
風
如
厳
冬
、
風
痢
更
発
（
同
、
元
久
二
・
二
）

殿
下
依
御
風
病
更
発
不
参
御
（
猪
熊
関
白
記
、
正
治
元
・
十
二
二
二
）



殿
下
御
坐
簾
中
、
御
風
樹
之
故
也
（
同
、
正
治
二
・
正
・
十
九
）

余
目
今
朝
風
痢
更
発
、
佃
不
見
物
（
同
、
建
永
元
・
四
・
廿
二
）

於
五
辻
入
御
之
後
余
退
出
、
依
有
風
樹
剣
也
（
同
、
建
永
元
・
十
・
廿
三
）

依
風
樹
更
発
、
不
参
最
勝
講
也
（
同
、
承
元
四
・
五
・
十
三
）

奉
書
毎
月
心
経
一
巻
、
巳
時
許
参
内
、
自
昨
日
御
風
刺
御
坐
也
（
同
、
建
暦
元
・
二
・
廿
八
）

此
日
始
北
斗
拝
精
進
、
而
俄
有
風
刺
剣
、
佃
止
了
（
玉
蕊
、
承
元
五
・
三
・
六
）

仰
可
参
除
目
執
筆
由
、
依
風
樹
不
謁
（
同
、
承
久
三
・
正
・
九
）

摂
政
来
、
入
道
相
国
、
二
條
中
納
言
来
、
風
（
間
カ
）

病
発
事
（
同
、
文
麿
二
・
二
二
一
）

天
陰
、
時
時
小
雨
、
女
房
聯
有
風
刺
、
近
日
留
布
事
云
々
、
是
咳
病
欺
（
同
、
承
久
二
・
正
・
十
二
）

而
前
日
俄
依
御
風
刺
、
院
不
可
有
御
幸
之
由
被
仰
下
也
（
同
、
承
久
二
・
十
・
五
）

所
悩
聯
有
減
気
、
但
雲
気
未
散
之
上
画
風
甚
重
（
同
、
建
暦
二
・
二
・
廿
四
）

小
雨
開
演
、
予
日
夜
柳
悩
気
、
朝
風
欺
（
同
、
承
久
二
・
正
・
十
）

夕
向
武
州
許
、
入
夜
帰
、
有
風
刺
、
心
神
頗
違
乱
（
岡
屋
関
白
記
、
寛
元
四
二
一
・
十
八
）

降
雨
、
今
夜
有
風
刺
、
以
聖
算
拝
北
斗
、
如
去
十
七
日
（
同
、
寛
元
四
・
閏
四
・
廿
二
）

天
晴
、
入
夜
参
内
候
直
塵
、
為
労
風
気
l
不
参
上
（
同
、
賛
治
二
・
閏
十
二
二
ハ
）

鷹
司
院
自
昨
日
有
不
例
事
、
風
剣
、
顔
面
井
身
頗
鹿
給
、
入
夜
退
出
（
同
、
賛
治
二
・
閏
十
二
・
二
）

天
晴
、
左
大
臣
自
今
朝
聯
有
風
痢
剖
剰
云
々
（
同
、
寛
治
二
・
十
二
・
廿
二
）

病

と

風

二
四
一
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暗
陰
不
定
、
風
頗
吹
、
微
雪
紛
々
、
欲
院
参
之
虞
、
依
風
刺
令
止
了
（
深
心
院
関
白
記
、
文
永
三
・
十
二
・
廿
五
）

二
四
二

此
公
経
院
ノ
近
習
奉
公
年
ゴ
ロ
ニ
モ
ナ
リ
シ
カ
バ
、
ヤ
ウ
ヤ
ウ
ニ
申
ツ
ー
、
中
風
ノ
気
有
シ
カ
バ
、
実
宗
公
内
大
臣
ニ
ナ
リ
こ
キ
。
（
愚

管
抄
巻
第
六
、
3
0
8
－
3
）

以
上
は
、
大
略
成
立
時
代
に
沿
っ
て
、
又
、
「
風
」
熟
語
に
限
定
し
て
配
列
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
病
気
を
表
す
の
に
は
右
以
外
に
、
「
風
」

が
単
独
で
用
い
ら
れ
た
事
例
も
あ
る
の
で
、
次
に
は
、
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

「
あ
な
い
と
ほ
し
。
物
の
積
か
と
も
。
典
薬
の
ぬ
し
医
師
な
り
。
か
い
さ
ぐ
ら
せ
給
へ
」
と
い
ふ
に
、
た
ぐ
ひ
な
く
に
く
し
。
「
何
ぞ
。

風
に
こ
そ
侍
ら
め
。
医
師
入
る
べ
き
心
地
し
侍
ら
ず
」
と
い
へ
ば
（
落
窪
物
語
・
巻
之
二
、
1
1
1
1
7
）

板
の
上
に
夜
中
ま
で
立
ち
ゐ
、
戸
を
あ
け
侍
り
し
程
に
、
風
引
き
て
、
腹
の
こ
ほ
こ
は
と
申
し
L
を
（
同
、
巻
之
二
、
1
2
3
－
2
）

も
と
よ
り
御
風
お
も
く
お
は
し
ま
す
に
医
師
共
の
大
小
寒
の
水
を
御
ぐ
L
に
い
さ
せ
給
へ
と
申
け
れ
ば
（
大
鏡
、
六
十
七
代
三
条
院
、
2
3

－5）
十
三
日
、
甲
申
、
雨
降
、
去
十
一
日
夜
院
御
風
御
坐
、
人
ゝ
昨
日
所
参
也
（
後
二
条
師
通
記
、
康
和
元
・
六
）

三
日
、
丙
申
、
暗
、
殿
下
御
凧
何
様
御
坐
、
依
御
物
忌
不
能
参
入
（
同
、
應
徳
二
二
二
）

余
依
慎
凧
、
隔
障
子
所
談
也
（
玉
葉
、
承
安
元
・
十
・
六
）

悌
ノ
御
弟
子
、
舎
利
尊
者
ノ
風
ヲ
療
治
セ
ム
カ
タ
メ
こ
、
蓮
花
根
三
両
。
ハ
ム
ト
テ
キ
タ
レ
ル
ナ
リ
（
法
華
百
座
間
書
抄
オ
9
1
）

以
上
掲
げ
た
よ
う
に
、
古
典
文
学
及
び
古
記
録
に
は
多
く
の
病
気
の
記
録
が
見
ら
れ
る
が
、
元
よ
り
こ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
こ
の
ほ

か
に
も
呪
術
、
宗
教
的
信
仰
等
に
基
づ
く
治
療
の
記
録
な
ど
が
あ
る
が
、
古
代
・
中
世
で
最
も
目
を
引
く
の
は
、
「
風
」
を
構
成
要
素
と
す
る



熟
語
の
使
用
で
あ
り
、
中
で
も
「
風
病
」
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
服
部
博
士
の
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
改
め
て
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
古
代
董
世
に
お
け
る
「
風
病
」
や
「
風
」
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で
あ
っ
た
の
か
。
服
部
博
士
の
『
王
朝
貴
族
の
病
状
診
断
』

に
よ
れ
ば
、
次
の
四
項
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

①
中
枢
神
経
系
統
に
属
す
る
疾
患
の
症
状
。
現
在
の
「
中
気
」
「
中
風
」
に
当
た
る
。
②
末
棉
神
経
系
の
疾
患
　
③
リ
ユ
ウ
マ
チ
ス
性
疾
患

或
い
は
脚
気
の
如
き
も
の
　
④
現
今
の
風
邪
（
感
冒
性
疾
患
）

又
、
模
　
佐
知
子
氏
の
『
今
昔
物
語
と
医
術
と
呪
術
』
（
1
9
9
3
－
1
、
築
地
書
館
）
に
は
、
「
当
時
の
風
邪
と
呼
ば
れ
た
の
は
時
候
は
ず
れ
の

風
の
こ
と
で
、
犯
さ
れ
た
場
所
（
症
状
）
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
る
。
頭
な
ら
ば
頭
風
、
足
な
ら
ば
脚
気
（
あ
し
の
け
）
、
腹
部
な
ら
ば
腹
の
中

風
－
と
な
る
。
つ
ま
り
、
風
病
と
は
今
日
の
感
冒
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
（
F
1
4
4
）
と
あ
り
、
同

じ
く
模
氏
の
『
日
本
の
古
代
医
術
－
光
源
氏
が
医
者
に
か
か
る
と
き
－
』
（
文
春
新
書
1
9
9
9
－
7
）
に
は
、
「
『
御
風
』
『
風
病
』
は
病
名
で
は
な
く
病

因
で
」
あ
る
と
説
い
て
い
ら
れ
る
。

（
三
）
　
中
国
関
係
医
学
書
に
お
け
る
「
風
」
熟
語

本
邦
で
の
「
風
」
熟
語
に
つ
い
て
調
べ
て
行
く
う
ち
に
、
古
代
中
国
の
医
学
書
に
お
け
る
医
学
用
語
を
調
べ
る
必
要
の
あ
る
こ
と
に
思
い

至
っ
た
。
そ
れ
は
、
古
代
に
お
け
る
日
本
と
中
国
と
の
文
化
交
流
を
考
え
る
と
き
、
当
然
思
い
つ
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
、
『
病
原
論
』
を
初
め
と
し
て
、
古
代
中
国
の
多
く
の
文
献
を
引
用
編
集
し
た
『
医
心
方
』
に
現
れ
る
「
風
」
熟
語
を
索

引
風
に
掲
げ
て
み
よ
う
。

但
し
、
小
稿
の
筆
者
に
は
、
一
々
に
つ
い
て
そ
れ
が
病
名
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
症
状
を
表
す
も
の
な
の
か
を
識
別
す
る
能
力
に
欠
け
る

こ
と
を
遺
憾
に
思
う
。

T
〕
　
『
医
心
方
』
（
半
井
家
本
影
印
＝
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
1
9
9
1
）
か
ら
の
引
用
。
順
序
不
同
。
同
一
貢
に
複
数
例
あ
る
場
合
は
一
例

病

と

風
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三
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の
み
を
掲
げ
る
。
（
）
内
は
巻
－
丁
、
a
‖
表
、
b
‖
裏
を
示
す
。

風
病
（
3
【
9
b
）
（
1

9
－
3
6
b
）
風
寒
（
3
】
2
6
b
）
（
3
－
3
5
a
）
（
5
－
2
4
a
）
（
5
－
4
5
b
）
（
8
－
3
1
a
）
（
1
1
－
2
1
a
）
（
1
4
－
1

8
b
）
（
1
4
－
3
2
a
）
（
1
5
－
4
3
a
）
（
1
8

－
6
a
）
（
2
3
－
2
8
b
）
（
2
4
－
2
a
）
（
2
5
1
1
9
a
）
（
2
7
1
2
4
a
）
（
3
0
1
1

9
b
）
（
3
0
，
4
4
a
）
風
邪
（
3
】
2
8
b
）
（
3
－
3
7
b
）
（
3
－
3
8
a
）
（
3
－
4
0
b
）
（
4
－
1
0
a
）
（
4

－
1
1
a
）
（
4
－
1
4
b
）
（
4
－
1
7
b
）
（
4
－
2
0
b
）
（
4
－
2
2
b
）
（
4
－
2
4
a
）
（
5
－
2
b
）
（
5
1
4
a
）
（
5
1
1
2
a
）
（
5
－
1
4
a
）
（
5
－
2
3
b
）
（
5
，
4

6
b
）
（
7
，
1
b
）

（
9
－
2
9
a
／
3
2
a
）
（
1
0
－
1
b
／
1
0
b
）
（
1

0
1
3
2
b
）
（
1
1
】
2
8
a
、
）
（
1
1
－
4

3
a
）
（
1
2
－
2
4
a
）
（
1
3
－
9
b
）
（
1
3
－
3
1
a
）
（
1
5
－
4

0
b
）
（
1
6
－
2
a
）
（
1
6
－
1
4
a
）
（
1
6

－
1
5
a
／
1
6
b
）
（
1
6
－
2
2
a
）
（
1
7
－
1
2
a
）
（
1
7
－
1
7
a
／
1
8
b
）
（
1
7
1
2
8
b
）
（
2
0
1
1
6
b
）
（
2
1
1
2
b
／
3
a
）
（
2
1
－
9
a
／
9
b
）
（
2
1
，
1
1
b
）
（
2
1
】
2
8
a
）
（
2
2

1
2
6
a
／
2
6
b
）
（
2
3
－
3
1
a
）
（
2
3
－
3
4
b
）
（
2
3
－
3
6
a
）
（
2
3
－
4
1
b
）
（
2
3
－
4
5
a
）
（
2
5
－
2
4
a
）
（
2
5
1
5

2
a
／
5
3
b
）
（
2
5
1
6
0
b
）
（
2
5
1
6
2
a
）
（
2
5
－
6
8
b
）
（
2
7
－
2
5

b
）
（
2
8
－
2
6
b
）
（
3
0
－
4
1
a
）
（
3
0
】
5

0
a
）
風
気
（
3
－
3
1
a
）
（
3
－
3
3
a
）
（
3
－
3
7
b
）
（
8
－
2
2
a
）
（
8
－
2
4
a
）
（
1
4
－
2
0
b
）
（
1
7
－
2
a
）
（
1
8
【
7
a
）
（
2
3
1
3
2

b
）
（
2
5
－
6
3
b
）
（
2
7
－
2
5
a
）
（
2
7
－
3
0
a
）
（
3
0
－
5
a
）
風
気
腫
（
2
5
－
6
6
a
）
風
掻
隠
珍
・
風
痺
（
カ
ザ
ホ
ロ
シ
）
（
3
●
3
3
a
）
（
3
】
3
4
b
）
（
1

6
】
2
a
）

（
2
5
－
6
4
a
）
（
2
7
－
1
4
b
）
風
頗
（
3
】
3
8
b
）
風
湿
（
4
－
1
2
a
）
（
8
－
2
a
）
（
8
－
1
0
a
）
（
1
0
－
3
5
a
）
（
1
5
－
3
4
a
）
（
1
7
－
7
a
／
7
b
／
8
b
）
（
1
7
－
2
0

b
）
（
1
9
－
1

2
a
）
（
2
1
1
・
7
a
）
（
2
5
－
2
4
a
／
2
5
b
）
（
2
5
1
2
7
a
）
（
2
5
1
3
9
a
）
（
2
5
1
6
9
a
）
（
2
5
1
7
2
a
）
（
3
0
，
5
1
a
）
風
湿
之
気
（
1
7
】
2
6
b
）
風
冷
之
気
（
4

1
1
6
a
）
（
1
1
－
6
a
）
（
2
5
－
3
5
a
）
風
冷
（
3
0
－
1
9
b
）
（
3
0
－
3
0
a
）
（
3
0
－
3
8
a
）
風
聾
（
5
1
3
b
）
（
5
1
4
b
）
風
熱
（
5
－
5
a
）
（
5
】
6
b
）
（
5
】
1
7

b
）
（
5
】
1
8
a
）
（
5
1
・
2
2
b
）
（
5
【
3
2
b
）
（
5
1
4
2
a
）
（
7
－
5
a
）
（
8
1
1
1
a
）
（
1
5
1
2
9
b
）
（
1
6
】
1

0
a
／
1
1
b
）
（
1
7
】
1
b
）
（
1
7
－
1
4
a
／
1
7
a
／
1

8
a
）
（
1
9

－
12
a
）
（
3
0
－
2
8
a
）
（
3
0
1
4

8
a
）
風
熱
気
（
4
】
13
a
）
風
毒
（
8
－
2
b
／
4
b
／
5
a
／
9
a
）
（
8
－
2
2
a
）
（
1
5
－
2
1
a
）
（
1

6
－
1
1
b
）
（
1
7
－
2
a
）
（
1
7

－
2
2
a
）
（
1
9
1
4

6
a
）
（
2
5
－
6
5
a
）
（
3
0
－
4
6
b
）
風
毒
之
気
（
2
5
－
3
6
a
）
風
熟
毒
（
1

6
1
1
1
b
）
風
毒
腫
（
1
6
1
1
1
b
）
風
腰
（
5
－
1
9
a
）
（
1
4
，
2
2
a
）

（
1
5
－
1
3
a
）
（
1
5
】
3
0
b
）
（
1
6
－
9
a
）
（
1
6
－
1

2
a
／
1
2
b
）
（
2
1
－
2
6
b
）
（
2
3
－
3
1
b
）
風
赤
眼
（
5
－
2
0
a
）
風
眼
（
5
－
2
2
b
）
（
5
】
2
3
b
）
風
目
（
5
－

2
4
a
）
（
1
4
－
2
2
a
）
風
凍
癒
（
5
－
2
3
b
）
風
冷
（
5
－
2
8
a
）
（
5
－
3
2
b
）
（
6
【
4
a
）
（
6
1
1
2
a
）
（
8
【
2
4
a
）
（
1
0
－
2
4
a
）
（
1
0
】
3
1
b
）
（
1
3
】
8
a
）
（
1
4

【
3
8
a
）
（
1
5
－
3
0
b
）
（
1
6
－
2
1
a
）
（
1

6
－
4
6
a
）
（
1
8
－
5
b
／
6
a
）
（
2
1
－
1
2
a
）
（
2
1
，
1
7
b
／
1
9
a
）
（
2
2
－
2
7
a
）
（
2
3
】
3
1
b
）
（
2
3
－
4
4
a
）
（
2
3
－
4
5
b
）
（
2
5
－
5
1

b
）
（
2
5
－
5
5
a
）
（
2
・

5
d
l
a
）
（
2
7
1
1
5
b
）
風
歯
痛
（
5
】
4
4
a
）
風
歯
痺
痛
（
5
－
4
4
a
）
風
雨
（
5
－
4
5
a
）
風
咳
（
9
－
2
a
）
風
鰹
（
1
0
－
1
2



b
）
　
風
水
（
1
0
－
2
8
b
／
2
9
a
／
3
0
b
）
　
風
水
腫
（
1
0
－
3
2
b
）
（
1
7
1
b
）
（
1
7
3
2
a
／
3
2
b
）
　
風
水
病
（
1
0
－
3
1
b
）
　
風
弱
（
n
T
5
a
）
　
風
汗

（
n
T
1
9
a
）
　
風
声
（
n
T
2
2
a
）
（
l
P
1
3
b
）
（
響
8
b
）
　
風
癌
（
H
T
1
9
b
）
　
風
頭
（
甲
4
8
a
）
（
甲
5
1
a
）
　
風
療
（
望
3
4
b
）
（
攣
4
4
b
）
（
1
6

－
4
5
a
）
　
風
矢
（
早
1
8
b
）
　
風
温
（
l
P
1
2
a
）
　
風
癖
（
1
9
1
4
7
b
）
（
苧
4
7
a
）
　
風
痙
（
窄
3
3
a
）
　
風
入
（
苧
4
7
a
）
（
苧
6
3
b
）
　
風
痺
労

（
響
6
b
）
　
風
痺
（
響
7
b
）
（
甲
4
a
）
（
響
1
9
b
）
（
甲
3
0
b
／
3
1
a
）
　
風
日
（
響
2
4
b
）
　
風
喋
（
甲
1
3
b
）
　
風
頭
痛
（
甲
1
3
b
）
　
風

撃
（
攣
カ
）
（
3
0
－
2
8
a
）

中
風
（
3
る
b
）
（
3
－
3
7
b
）
（
3
－
4
0
b
）
（
4
－
7
b
）
（
5
－
2
7
a
）
（
早
3
a
）
（
早
3
0
b
）
（
望
1
4
a
／
1
9
b
／
2
2
a
）
（
1
P
4
6
a
）
（
窄
3
2
b
）
（
窄
3
3

a
／
3
3
b
）
（
窄
3
4
a
〓
元
T
3
2
b
）
（
㍗
3
0
a
）
（
甲
2
5
a
）
（
甲
3
7
b
）
（
甲
4
2
b
）
（
甲
4
6
b
）
（
甲
4
9
b
）
　
悪
風
（
3
∴
溝
a
）
（
1
0
品
a
）
（
H
T
2
0
b
）

（
早
4
6
a
）
（
望
2
0
a
／
2
0
b
）
（
早
8
a
）
（
用
T
1
2
b
）
（
2
7
1
6
a
）
（
㍗
1
9
a
）
　
大
風
（
3
－
3
7
a
）
（
5
－
9
b
）
（
1
0
－
1
4
a
）
（
攣
3
a
）
（
望
4
4
a
）
（
2
3

－
3
2
a
）
（
2
7
1
6
a
）
（
㍗
3
2
a
）
（
響
2
8
a
）
（
響
3
1
b
）
（
響
3
5
a
）
（
響
3
6
a
）
（
甲
2
5
a
）
　
頭
風
（
4
】
9
b
）
（
l
P
3
6
b
）
（
1
P
4
6
a
）
（
㌘
1
4
b
）
（
2
7

∴
用
a
）
（
窄
4
b
／
5
b
）
　
頭
風
病
（
2
7
1
4
b
）
（
窄
1
3
b
）
　
産
瘍
風
（
4
－
1
9
b
）
　
白
痴
風
（
4
1
2
1
a
）
　
傷
風
（
7
売
b
）
（
望
2
0
a
）
（
窄

2
9
a
）
　
毒
痍
之
風
（
8
】
2
a
）
　
熱
毒
風
（
5
－
2
0
a
）
　
目
久
風
（
5
－
1
7
a
）
　
遊
風
（
‖
T
5
b
）
（
l
P
1
6
a
）
（
甲
2
0
a
）
　
威
風
（
早
2
b
）
（
1
5

－
3
0
b
）
（
H
T
3
1
a
／
3
1
b
／
3
2
a
）
　
西
南
温
風
（
H
T
4
3
a
）
　
暴
風
（
早
3
0
b
）
（
聖
2
0
a
）
　
暴
風
湿
痺
（
甲
2
7
b
）
　
冷
風
（
早
3
1
a
）
（
甲
5
0

b
）
　
徐
風
（
早
3
1
b
）
　
熱
風
（
5
－
2
9
a
）
（
l
P
4
6
a
／
4
7
a
）
（
甲
5
b
）
　
熱
風
病
（
響
1
8
b
）
　
虚
風
（
用
T
4
9
a
）
　
柔
風
（
窄
3
4
b
）
　
昔

風
（
牢
6
a
）
（
2
7
3
2
a
）
（
響
4
8
b
）
（
響
1
3
b
）
　
八
風
（
窄
9
a
）
　
狂
風
（
響
1
8
a
）
　
療
風
病
（
窄
2
0
b
）
　
画
風
（
㌘
2
7
b
）
　
除
風
（
2
8

－
4
1
a
）
（
甲
1
4
9
b
）
　
骨
節
風
（
甲
l
1
7
a
）
　
擬
緩
風
（
甲
1
2
1
b
）
　
百
節
風
（
甲
1
3
2
a
）
　
寒
風
（
m
普
4
8
a
）

〔
H
〕
　
『
傷
寒
雑
痛
論
』
（
東
漢
・
張
仲
景
著
、
中
医
研
究
院
編
『
傷
寒
論
』
中
沢
信
三
・
鈴
木
達
也
共
訳
、
1
9
8
9
年
、
中
国
漢
方
刊
）
か
ら
の

引
用
。

卒
然
遭
邪
風
之
気
、
嬰
非
常
之
疾
、
患
及
禍
至
、
（
略
）

病

と

風
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（
注
）
「
邪
風
之
気
」
…
邪
風
の
気
と
は
、
古
代
に
お
け
る
外
的
病
因
に
対
す
る
総
称
で
あ
り
、
伝
染
病
の
病
因
も
含
ま
れ
る
。
「
素
間
・

天
真
論
」
に
「
霊
邪
賊
風
、
避
之
有
時
」
と
あ
り
、
「
成
風
邪
気
之
傷
人
也
、
令
大
病
焉
」
と
あ
る
。

〔
m
〕
　
『
金
匿
要
略
』
（
張
仲
景
著
、
鈴
木
達
也
訳
、
中
医
研
究
院
編
、
1
9
9
3
年
、
中
国
漢
方
刊
）
か
ら
の
引
用
。

若
五
臓
元
真
通
暢
、
人
即
安
和
、
客
気
邪
風
、
中
人
多
死

（
注
）
「
客
気
邪
風
」
…
本
条
で
は
異
常
な
気
候
に
よ
っ
て
生
ず
る
風
邪
な
ど
を
指
す
。

夫
人
稟
五
常
、
因
風
気
而
生
長
、
風
気
錐
能
生
万
物
、
亦
能
害
万
物

（
注
）
「
風
気
」
…
本
条
で
は
単
に
風
の
み
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
風
、
寒
、
暑
、
湿
、
焼
、
火
の
六
気
を
言
う
。

〔
Ⅳ
〕
　
『
黄
帝
内
経
素
間
』
（
『
現
代
語
訳
・
黄
帝
内
径
素
問
』
南
京
中
医
学
院
編
、
島
田
隆
司
・
庄
司
良
文
・
鈴
木
　
洋
・
藤
山
和
子
訳
、
1
9
9

7
－
5
、
東
洋
学
術
出
版
社
刊
）
　
か
ら
の
引
用
。

虚
邪
成
風
（
上
3
1
）
八
風
（
上
8
1
）
五
風
（
上
8
1
）
八
風
発
邪
（
上
8
1
）
東
風
南
風
西
風
北
風
（
上
野
邪
風
（
上
1
2
5
）
風
厭
（
上
1
5

0
・
中
空
風
寒
泳
例
（
上
2
1
7
）
八
風
五
痺
之
病
（
上
2
2
6
）
八
風
四
時
之
勝
（
上
2
4
7
）
風
成
為
寒
熟
（
上
2
8
9
）
久
風
（
上
2
8

9
）
脈
風
（
上
2
8
9
）
悪
風
（
上
2
9
7
・
中
3
7
・
7
4
・
8
9
・
2
0
2
）
風
者
百
病
之
長
也
（
上
3
3
6
）
病
風
者
以
日
夕
死
（
上
3
6
5
）
憎

風
（
上
3
9
7
）
傷
於
風
者
（
上
4
7
8
）
労
風
之
病
（
中
3
7
）
腎
風
（
中
響
2
1
7
）
風
水
（
病
名
、
中
空
2
2
2
）
風
寒
（
中
空
7
5
）
風

寒
之
気
（
中
6
9
）
風
癖
（
中
8
9
）
風
根
（
中
1
2
3
・
2
0
9
）
風
気
・
風
寒
・
痛
風
（
中
1
4
6
）
心
風
・
脾
風
・
肺
風
・
腎
風
（
中
1
4
9
）

風
気
・
風
府
・
脳
風
・
目
風
・
漏
風
・
内
風
・
中
風
・
首
風
・
久
風
・
腸
風
・
泄
風
（
中
1
5
0
）
故
風
者
百
病
之
長
也
（
中
1
5
0
）
清
風

（
病
名
、
中
2
0
2
）
病
風
且
寒
且
熟
（
中
2
8
8
）
病
大
風
骨
筋
重
安
眉
堕
（
又
、
痛
風
・
療
風
と
も
呼
び
、
大
麻
風
病
「
ハ
ン
セ
ン
氏
病
」
の
こ

と
で
あ
る
。
名
目
大
風
）
（
中
2
8
8
）
風
者
百
病
之
始
也
（
中
3
3
6
）
耳
中
生
風
者
（
中
4
1
0
）
狐
痛
風
（
中
4
2
5
）
風
気
（
下
2
2
・
6
5
）



肺
風
症
（
病
名
）
・
脾
風
病
・
心
風
病
・
腎
風
病
・
肝
風
病
（
中
4
2
6
）
風
傷
肝
〒
邑
土
位
之
下
風
気
承
（
下
7
1
）
風
位
之
下
金
気
承
之

（
下
7
1
）
風
気
流
行
（
下
1
0
1
）
風
気
下
臨
血
行
太
虚
（
下
1
9
2
）
風
涛
交
争
（
下
2
3
2
）
風
化
為
雨
（
下
2
3
2
）
風
燥
横
道
（
下
2

4
4
）
風
熟
参
布
（
下
2
5
6
）
風
液
相
薄
（
下
2
6
6
）
風
生
高
遠
（
下
2
8
8
）
風
清
気
切
（
下
3
2
6
）
風
行
惑
言
（
下
3
3
1
）
親
風
（
下

3
4
8
）
風
化
之
行
也
何
如
（
下
3
7
6
）
風
気
大
来
、
木
之
勝
也
（
下
4
3
8
）
夫
百
病
之
生
也
、
皆
生
於
風
寒
暑
漏
燥
火
、
以
之
化
之
変
也

（
下
4
5
3
）
諸
風
綽
眩
、
皆
属
於
肝
（
下
4
5
3
）
諸
風
拝
墜
皆
属
於
肝
（
下
4
5
3
）
諸
暴
強
直
、
皆
属
於
風
（
下
4
5
4
）
八
風
苑
熟

（
下
4
8
4
）
正
八
風
之
気
（
下
5
0
7
）
赤
風
瞳
翳
、
化
疫
〒
5
7
7
）
風
厭
（
下
5
7
9
）
風
生
民
病
、
皆
肢
節
痛
（
下
5
9
7
）
風
疫
（
下

6
1
1
）

中
国
医
学
思
想
に
お
け
る
「
風
」
の
占
め
る
重
要
さ
は
、
上
に
引
い
た
古
代
医
学
書
か
ら
の
「
風
」
熟
語
の
豊
富
さ
に
よ
っ
て
、
概
ね
察

す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
層
明
確
に
は
、
『
黄
帝
内
径
素
間
』
の
「
風
論
篇
　
第
四
十
二
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

今
、
「
風
論
篇
」
の
解
題
を
引
用
し
て
み
る
。

「
風
」
は
六
気
の
一
つ
で
あ
り
、
能
く
五
気
を
統
べ
る
。
ゆ
え
に
「
風
は
百
病
の
長
で
あ
る
」
と
い
う
。
風
の
性
は
善
く
め
ぐ
り
、
し
ば

し
ば
変
わ
る
。
中
風
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
変
症
も
な
か
な
か
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
風
は
百
病
の
始
で
あ
る
」
と
も
い
う
。
本
篇
で
論

じ
て
い
る
の
は
す
べ
て
、
風
邪
が
身
体
に
侵
入
し
て
現
れ
た
各
種
の
症
状
の
研
究
で
あ
り
、
そ
の
診
察
方
法
に
も
論
及
し
て
い
る
。

六
気
は
古
代
中
国
の
宇
宙
観
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
天
地
間
に
風
・
寒
・
暑
・
瀕
・
燥
・
火
の
気
が
満
ち
て
お
り
、
そ
れ
が
化
し

て
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
素
と
な
り
、
中
で
も
「
風
」
が
最
も
重
き
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
四
）
　
纏
め

日
本
・
中
国
と
も
に
医
学
・
医
療
に
お
い
て
「
風
」
を
基
本
的
な
概
念
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
中
国
に
お
け

る
医
学
思
想
は
、
観
念
的
で
稿
者
に
は
容
易
に
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
風
」
熟
語
を
彼
此
見
比
べ
る
場
合
に
は
、

病

と

風
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双
方
に
お
の
ず
か
ら
の
相
違
と
類
似
と
を
指
摘
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

即
ち
、
日
本
側
の
文
献
に
粗
々
目
を
通
し
た
場
合
に
、
見
出
せ
る
「
風
」
熟
語
と
し
て
は
、

風
病
（
六
四
例
）
　
風
病
気
（
三
）
　
風
気
（
三
三
）
　
中
風
気
（
五
）
　
風
痺
（
五
）
　
頭
風
（
四
）
　
頭
風
気
（
三
）
　
乱
風
（
三
）

風
疑
（
二
）
　
風
冷
（
一
）
　
風
脚
気
（
一
）
　
風
発
（
一
）

を
数
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
医
心
方
』
に
は
八
二
種
を
数
え
る
の
に
比
べ
る
と
、
其
の
差
は
非
常
に
大
き
い
。
『
医
心
方
』
が

す
べ
て
の
医
療
分
野
を
覆
う
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
側
の
日
記
・
古
記
録
・
随
筆
の
類
の
場
合
に
は
、
現
実
に
病
気

の
種
類
や
病
状
も
お
の
ず
か
ら
限
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
殆
ど
「
風
病
」
と
「
風
気
」
と
に
占
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
『
医
心
方
』

に
現
れ
る
「
風
病
」
の
例
は
極
め
て
少
な
く
、
「
風
気
」
の
現
れ
方
の
方
が
多
い
。
し
か
も
そ
の
両
者
を
合
わ
せ
て
も
「
風
邪
」
に
遠
く
及
ば

な
い
。
こ
れ
は
古
代
中
国
で
の
「
風
邪
」
「
邪
風
」
が
今
日
の
風
邪
（
か
ぜ
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
っ
て
、
棋
　
佐
知
子
氏
の
全
訳
精
解
『
医

心
方
巻
四
美
容
篇
』
　
（
1
9
9
7
－
9
、
筑
摩
書
房
・
p
7
8
）
　
に
お
い
て
、

古
代
の
医
学
で
は
、
風
邪
（
邪
風
）
は
病
気
の
原
因
で
、
侵
入
し
た
部
分
に
よ
っ
て
病
名
が
異
な
る
。
こ
の
場
合
は
頭
風
。

と
説
明
さ
れ
る
よ
う
な
用
い
方
が
な
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
邦
の
風
病
も
、
中
国
の
風
邪
（
邪
風
）
の
場

合
と
よ
く
似
た
事
情
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
く
る
。

〔
使
用
テ
キ
ス
ト
〕
　
玉
葉
・
明
月
記
に
つ
い
て
は
国
書
刊
行
会
本
の
「
第
二
を
用
い
た
。
そ
の
他
、
『
大
日
本
古
記
録
』
『
日
本
古
典

文
学
大
系
』
　
『
続
日
本
紀
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
』
、
公
刊
の
語
彙
総
索
引
を
用
い
た
。

本
文
中
に
記
し
た
模
　
佐
知
子
氏
全
訳
精
解
の
『
医
心
方
』
　
（
刊
行
中
）
外
、
粟
島
行
春
氏
訳
註
『
医
心
方
　
食
養
篇
』
　
（
1
9
9
7
－
2
、
東

洋
医
学
薬
学
古
典
研
究
会
発
行
）
　
か
ら
多
大
の
字
恩
を
蒙
っ
た
。
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。



（
付
記
1
）
　
稿
後
に
、
二
海
知
義
著
『
二
謡
の
辞
典
・
風
』
（
1
9
9
6
、
三
省
堂
）
を
知
っ
た
。
参
照
す
べ
き
文
献
で
あ
る
の
で
記
す
る
。

（
付
記
2
）
　
研
究
発
表
会
の
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り
御
指
導
賜
り
、
又
、
橋
村
勝
明
三
保
忠
夫
両
氏
よ
り
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
ん

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（1999・10・30）
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九




